法政大学探検部
～僕の私の探検論・冒険論2010～

 文責：吉野健人（二回生）
Q1．部則はありますか？
→はい

Q2．部員は部則を把握する機会がありますか？
・入部届を出すにあたり、規約（部則）の内容に同意することが条件になっています。

Q3．緊急時の対策として何をしていますか？
・緊急連絡体制図を作っています。事故が起きた場合にどのように動くかというフローチャートで、ＯＢ会や大学側の協力を得ています。

Q4．法政大学探検部が目指す探検とは。
・誰も知らない事や物――「未知」、誰も行ったことの無い場所――「未踏」を実地に出て探り、成果を広く社会に発表する事が我々にとっての「探検」です。これらを「パイオニアワーク」とも呼んでいます。

Q5．現部員が目指す探検とは。
・未知の探求
・論文を書けるぐらい調査をして、成果を出す。
・各々がやりたい事を、「探検部」という場を通して行う。

Q6．今一番興味のある活動。・ケイビング
・沢登り
・未知の探査（ＵＭＡや超常現象）
・エチオピアの修道院調査
・廃墟の構造計算
・東京という都市の細かい分析

Q7．法政大学探検部の代表的な歴代の活動といえば。
・スリランカ密林遺跡調査
・富士樹海洞窟調査
・アイスランド氷河洞調査

Q8．部が連盟に加盟している目的は何ですか？
・他大探検部の活動を知り、自分たちの活動に活かす。
・他大探検部員と広く交流を持つ。必要であれば合同合宿を依頼する。
・「探検」について様々な意見を聞き、「探検」について語り合う。

Q9．なぜ探検部に入ったのですか？
・父親がそういう人だったから。（探検関係）
・大学の時にしかできない事をやるために。
・「探検」という言葉に惹かれた。
・普通のサークルに入ると面白くないから、変ったサークルを選んだ。

Q10．今後の探検部について。(理想、予想、今の探検部に思うこと、何でも可)
「２０１０年」というこの年代に「地理的空白」はほとんどないこの世界で「探検」をする事はとても難しいことだと思います。だから重箱の隅をつつくようなことでも「未知」を追い求めるんだという強い意志とエネルギーがなければ「探検」という高いハードルを越えることができないのではないでしょうか？　連盟に加盟している探検部の皆さんも自分達は自信を持って「探検」をしていると言い切れるでしょうか？　恐らく言い切ることができる人はほとんどいないと思います。「探検部」は「探検」をするサークルであって、「アウトドアスポーツ」をするサークルではないと（少なくともうちの探検部では）考えています。今の探検部には結果が求められている。それは間違いないでしょう。我が部は「探検」への果敢なトライを試行錯誤しながら繰り返し、時間がかかっても社会をあっと言わせるような事ができれば良いと考えています。大学生でそんな事ができたら、一生の自慢になりますよ。きっと。「探検部」なんて風変わりなサークルに入ったのだから、もう後戻りはできません。うちの大学は左翼なんて良く言われますが、何かをやるんならとことんひん曲がらないといけないかなぁなんて思いました。
